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シスコ・ネットワーキングアカデミー概要

学校で・・・・ �
 大学・短大・高専・高校 
 専門学校・職業訓練校など 

授業として・・・・ �
 必須科目、選択科目、単位取得／ 
 就職講座など 

学校教員が教える・・・・� 
  教員トレーニングを受講して内容を習得 
� CCAI(Cisco Certified Academy Instructor) 

ネットワーキングアカデミーのミッション

ネットワークの知識やスキルを 
身につけて�

情報社会でよりよく 
生きていけるようにする 

IT技術者育成のための教育プログラム 



© 2006 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. Cisco Confidential Presentation_ID 3 

1997年以降のアカデミー全体の状況

インストラクターの数 

33,000 + 

英語、ドイツ語、ハンガリー語、　　　　　　　　　　　
　フランス語、ポルトガル語、スペイン語、　　　
　アラビア語、ポーランド語、日本語

As of April 2007 

受講者数  

1,900,000+ 

開催国数 

165 + 

アカデミー校総数

11,000 + 

試験の受験総数 

5,000,000+  
翻訳言語

　　9 
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シスコ・ネットワーキングアカデミーの歩み

 1997年10月�
   アメリカの7州64校で開始�
 1998年�
   日本でパイロットプロジェクトとして 
    CCNAコースを開講 �
 1999年度 
   日本の13校でCCNAコース開講�
 2003年春�
   日本でCCNPコース開講�
 2005年4月�
   ネットワーク・セキュリティコース開講�
 2005年5月�
   CCNAコース、ver3.1日本語版リリース�
 2008年5月�
   新CCNAコース日本語版リリース 

アカデミー校���172校 

・大学 � � �55校�
・専門学校 � �57校�
・工業高等専門学校 �24校�
・高校 � � �29校�
・その他   7校�

日本での導入状況 

年間受講者数�延べ10,000人�
*May, 2007 stats 
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Source: AME, prepared December 26, 2005 - data as of October 31, 2005 

世界各地の受講者数の割合　 

24% 
2% 

7% 

15% 

2% 

3% 

7% 

1% 
27% 

13% 

%  2005年10月31日における全世界での割合

米国とカナダ 

西ヨーロッパ 

ラテンアメリカ 

中央・東ヨーロッパ 

ロシア、 CIS 

中東

アフリカ

アジアと環太平洋諸国（先進国） 

アジアと環太平洋諸国（発展途上国） 

日本
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学習者のニーズに合わせて進化するカリキュラム

CCNA 
Discovery 

ルーティング、スイッチ

ング、WANs、 
高度なテクノロジへの

イントロ

CCNP 
高度なルーティング 
リモート アクセス 

マルチレイヤ スイッチング 

より高度なテクノロジ

ワイヤレス

基礎
IT Essentials 

PCのハードウェア
およびソフトウェア 

セキュリティ

CCNA 
Exploration 
ルーティング、スイッチン

グ、WANs、 
高度なテクノロジへの

イントロ 

大規模なネットワーク

小中規模のネットワーク

基礎的なネットワークと
ICTの知識
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ステップアップ・キャリアアップ可能なコース編成

NS 
CCNP 

ネットワーク セキュリティ

ネットワークプロフェッショナルの
最高レベルの技術を証明します

アソシエイトクラスの知識に加え、
より大規模で複雑なネットワークに
必要な知識と技術を有することを

証明します

中小規模のネットワークに関する
知識と技術を有することを証明します

エキスパートクラス

プロフェッショナルクラス

アソシエイトクラス

プロフェッショナル
クラスの一部分
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CCENT CCENT CCENT 

CCNA 

CCNP 

CCNA 
Security 

CCSP 

CCNA 
Voice 

CCVP 

CCENT 

CCIE  
Routing & 
Switching 

CCIE  
Security CCIE Voice 

CCNA 
Wireless 

CCIE 
Wireless 

CCIP 

CCIE  
Service 
Provider 

ワイヤレス
サービス 
プロバイダーボイスセキュリティ

ルーティング＆ 
スイッチング

技術 組織形態

CCDA 

CCDP 

CCDE 

ネットワーク 
デザイン

デザイン

CCIE  
Storage 

ストーレジ

シスコ技術者認定資格　ブランドマップ (2009/2)  
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CCNAコース 
CCNA1～CCNA4 

CCNPコース 
CCNP1～CCNP4 

NS（Network Security） 
コース  NS1～NS2 

日本で受講可能  現在は3つのコース

　　CCNAに対応
　　 　　　　　　　

　　CCNPに対応

　　CCSPの一部に対応

ネットワーキングアカデミー 技術者認定

171校開講

７校開講

11校開講
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アカデミー コースの特徴

E-Learning 
Ｗｅｂ教材、オンラインアセスメント 

実機・シミュレータ
による豊富な実習

教員自身の育成 
技術・知識・教授法をトレーニング

ネットワークの

人材の育成

• 設計
• 構築
• 運用
• 保守

ができる

目的 方法
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カリキュラム内容(CCNA)

 ＣＣＮＡ1  ネットワークの基礎

 ＣＣＮＡ2  ルータとルーティングの基礎

 ＣＣＮＡ3  スイッチングとルーティング

 ＣＣＮＡ4  WAN 

 標準２年間のカリキュラム
 ウェブ教材での座学

 実機とシミュレータを使った実習
  70時間×４期構成

 高校レベルまたはそれ以上



© 2006 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. Cisco Confidential Presentation_ID 12 

CCNA Exploration コース概要�
ＣＣＮＡ1  ＣＣＮＡ2  ＣＣＮＡ3  ＣＣＮＡ4 
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E-Learning 
ウェブ教材画面
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実習 
ケーブル作成・ルータ設定等

ケーブル作成実習 ルータ設定実習

CISCO1841 Catalyst2950 
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教員の育成とコミュニティ形成

　テクニカルセッション

　グループディスカッション
- Web教材への要望

- 実習授業で工夫していること

- フォローアップセミナーへの要望

毎年夏に3日間の日程でフォ
ローアップトレーニングを開催



© 2006 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. Cisco Confidential Presentation_ID 16 

アカデミーのIPv6対応状況と今後�

技術としてIPv6の教育は既に導入されている→CCNA 

実機実習の中にIPv6の設定に関わるものが現在ない為 
タスクフォース期間中に実習ガイドラインを作り、 
本編コースに組み込みたいと考えています。 

IPv4/IPv6共存、IPv6移行に関する技術を今回(枯渇対応) 
での特別コースとして捉えるか、全体の中に埋め込むか？ 

→学生向けには、どこまでレベルが必要かタスクフォースで 
検討したいと考えています。 
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制度のIPv6対応についての考え�

特に学生向けと考えた場合、学校と教員が重要なポイント 

IT技術者教育推進校として認定教員がいる学校を推奨する 
教員(インストラクター)はトレーニングを受講して認定を得る 
(IPv6教育が出来る教員のいる学校として) 

上記をTestbetでトレーニングを教員が受講し、認定を得る？ 

同時に受講した生徒のメリットも必要 
 IT技術取得で単位の獲得 
 IT技術者として就職が有利になる資格として認知？ 

アカデミー校と制度との考察
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技術者のIPv6関連技術習得についての課題�

シスコでは、通常展開しているコース以外にプロフェッショナル育成の為
のCCNP,CCIEなどもあり、技術者の付加価値を高めるための社会
貢献事業として位置づけられております。 

日本での取り組みはUS本国にフィードバックされ世界的な流れにした
いと考えております。よってTestBedに対してIPv6エキスパートを投入
してトレーニング、コンテンツ整備、普及の為の活動に協力させて頂き
ます。 

アカデミー校の課題 
 実習機材の買換え、IOSのバージョンアップの発生 
 必要機材の不足、買い増しの発生 
 教員にトレーニング受講の暇がない 
 IPv6実習用コンテンツの未整備 
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